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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍機の一次冷媒との熱交換により二次冷媒が冷却可能とされ、その二次冷媒を熱交換
器に循環させる冷媒循環路と、
　冷水タンクと前記熱交換器との間で水を循環させ、前記熱交換器において二次冷媒によ
り循環水を冷却可能な冷水循環路とを備え、
　前記冷水タンクから前記熱交換器への冷水送り路には、循環ポンプが設けられており、
前記冷媒循環路の二次冷媒の循環停止中でも、前記循環ポンプにより前記冷水循環路に冷
水を循環させ、
　前記冷媒循環路の循環停止中における前記冷水循環路の循環流量は、前記冷媒循環路の
循環中における前記冷水循環路の循環流量よりも小流量とされる
　ことを特徴とする冷水製造システム。
【請求項２】
　前記冷水タンクから前記熱交換器への冷水送り路には、第一循環ポンプとこれよりも容
量の小さい第二循環ポンプとが並列に設けられており、
　前記第一循環ポンプが作動中か、前記第一循環ポンプと前記第二循環ポンプとが作動中
に、前記冷媒循環路の循環を行い、前記冷媒循環路の循環停止中に、前記第二循環ポンプ
を作動させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の冷水製造システム。
【請求項３】
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　前記熱交換器から前記冷水タンクへの冷水戻し路には、流路断面積の調整機構が設けら
れており、
　前記冷媒循環路の循環停止中、前記調整機構により、前記冷水戻し路の流路断面積を小
さくする
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の冷水製造システム。
【請求項４】
　前記二次冷媒は、ブラインとされ、
　前記冷媒循環路は、ブラインを貯留するブラインタンクを備え、このブラインタンクと
前記熱交換器との間でブラインを循環させる
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の冷水製造システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷凍機の一次冷媒によりブラインのような二次冷媒を冷却し、その二次冷媒
により冷水を製造する冷水製造システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記特許文献１に開示されるように、冷凍機を用いて水を冷却する冷水製造シス
テムが知られている。当該文献の図３に基づき説明すると、冷水製造システムは、二重管
構造の熱交換器（３２）を備え、この熱交換器（３２）は、冷媒循環路（３３）を介して
冷凍機（３１）と接続される一方、冷水循環路（３６，３７）を介して冷水タンク（３４
）と接続されている。熱交換器（３２）において、冷凍機（３１）の冷媒と冷水タンク（
３４）の循環水とを熱交換して、冷水タンク（３４）内の貯留水を冷却することができる
。
【０００３】
　この種の冷水製造システムでは、熱交換器において冷媒と水とを熱交換するので、熱交
換器が万一破損すると、冷水中に冷凍機の冷媒や油が混入するおそれがある。そのため、
冷水の用途によっては（たとえば冷水を食品冷却に用いる場合には）、安全性向上のため
に、冷媒循環路（一次冷媒循環路）と冷水循環路との間に、ブライン循環路（二次冷媒循
環路）を介在させることも考えられる。すなわち、冷凍機によりブラインを冷却し、その
ブラインにより水を冷却するのである。
【０００４】
　しかしながら、ブラインを用いる場合でも、ブラインと水との熱交換器が万一破損した
場合に備えて、一層の安全対策が望まれる。すなわち、ブラインと水との熱交換器が万一
破損しても、冷水中へのブラインの混入を防止できれば好適である。特に、冷却運転の停
止中（冷凍機の運転停止中）、ブラインの循環も冷水の循環も双方停止させるのでは、ブ
ライン側も水側も同等圧力となり、熱交換器が万一破損していると、ブラインが水側へ流
入するおそれがあるので、その対策が望まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－１６６３３９号公報（段落０００２、図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、冷凍機の一次冷媒によりブラインのような二次冷媒
を冷却し、その二次冷媒により冷水を製造するシステムにおいて、冷水への二次冷媒の混
入を確実に防止して、安全性を高めることができる冷水製造システムを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明は、前記課題を解決するためになされたもので、請求項１に記載の発明は、冷凍
機の一次冷媒との熱交換により二次冷媒が冷却可能とされ、その二次冷媒を熱交換器に循
環させる冷媒循環路と、冷水タンクと前記熱交換器との間で水を循環させ、前記熱交換器
において二次冷媒により循環水を冷却可能な冷水循環路とを備え、前記冷水タンクから前
記熱交換器への冷水送り路には、循環ポンプが設けられており、前記冷媒循環路の二次冷
媒の循環停止中でも、前記循環ポンプにより前記冷水循環路に冷水を循環させ、前記冷媒
循環路の循環停止中における前記冷水循環路の循環流量は、前記冷媒循環路の循環中にお
ける前記冷水循環路の循環流量よりも小流量とされることを特徴とする冷水製造システム
である。
【０００８】
　請求項１に記載の発明によれば、冷凍機の一次冷媒により二次冷媒を冷却し、その二次
冷媒により循環水を冷却して、冷水タンク内の貯留水を冷却することができる。そして、
冷媒循環路の二次冷媒の循環停止中でも、循環ポンプにより冷水循環路に冷水を循環させ
る。循環ポンプは、冷水タンクから熱交換器への冷水送り路に設けられているので、循環
ポンプの吐出圧により、熱交換器における水側の圧力を二次冷媒側の圧力よりも高めるこ
とができる。これにより、万一熱交換器が破損しても、冷水への二次冷媒の混入を防止し
て、安全性を高めることができる。
【００１０】
　請求項１に記載の発明によれば、二次冷媒の循環停止中における冷水の循環流量は、二
次冷媒の循環中における冷水の循環流量よりも小流量とされる。そのため、冷却運転の停
止中（冷凍機の運転停止中）に冷水の循環ポンプを作動させても、省エネルギを図ること
ができる。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、前記冷水タンクから前記熱交換器への冷水送り路には、第一
循環ポンプとこれよりも容量の小さい第二循環ポンプとが並列に設けられており、前記第
一循環ポンプが作動中か、前記第一循環ポンプと前記第二循環ポンプとが作動中に、前記
冷媒循環路の循環を行い、前記冷媒循環路の循環停止中に、前記第二循環ポンプを作動さ
せることを特徴とする請求項１に記載の冷水製造システムである。
【００１２】
　請求項２に記載の発明によれば、比較的小容量の第二循環ポンプを用いることで、簡易
な構成で容易に、冷水への二次冷媒の混入を防止して安全性を高めることができると共に
、省エネルギを図ることができる。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、前記熱交換器から前記冷水タンクへの冷水戻し路には、流路
断面積の調整機構が設けられており、前記冷媒循環路の循環停止中、前記調整機構により
、前記冷水戻し路の流路断面積を小さくすることを特徴とする請求項１または請求項２に
記載の冷水製造システムである。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、冷媒循環路の循環停止中、熱交換器から冷水タンクへ
の冷水戻し路の流路断面積を小さくすることで、熱交換器における水側の圧力を高めるこ
とができる。これにより、万一熱交換器が破損しても、冷水への二次冷媒の混入を一層確
実に防止して、安全性をさらに高めることができる。
【００１５】
　さらに、請求項４に記載の発明は、前記二次冷媒は、ブラインとされ、前記冷媒循環路
は、ブラインを貯留するブラインタンクを備え、このブラインタンクと前記熱交換器との
間でブラインを循環させることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の冷水製
造システムである。
【００１６】
　請求項４に記載の発明によれば、二次冷媒としてブラインを用い、ブラインタンクと熱
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交換器との間でブラインを循環させることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、冷凍機の一次冷媒によりブラインのような二次冷媒を冷却し、その二
次冷媒により冷水を製造するシステムにおいて、冷水への二次冷媒の混入を確実に防止し
て、安全性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施例の冷水製造システムを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の具体的実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は、本発明の一実施例の冷水製造システム１を示す概略図である。
【００２０】
　本実施例の冷水製造システム１は、冷凍機２の一次冷媒により二次冷媒を冷却し、その
二次冷媒により冷水を製造するシステムである。二次冷媒は、特に問わないが、典型的に
はブラインである。以下、二次冷媒はブラインであるとして説明するが、その他の液体の
場合も同様である。
【００２１】
　図１に示すように、本実施例の冷水製造システム１は、一次冷媒を循環させる冷凍機２
と、二次冷媒としてのブラインを循環させるブライン循環路３と、水を循環させる冷水循
環路４とを備える。
【００２２】
　ブライン循環路３は、ブラインタンク５と熱交換器６との間でブラインを循環させる。
ブラインタンク５は、設定液位までブラインを貯留したタンクであり、本実施例では内部
は大気圧下に開放されている。熱交換器６は、ブラインと水とを混ぜることなく熱交換可
能に、ブライン側の流路と水側の流路とを備える。熱交換器６は、その構成を特に問わな
いが、たとえばプレート式熱交換器とされる。
【００２３】
　詳細は後述するが、熱交換器６において、ブラインにより水を冷却して冷水とする。こ
の冷水を食品冷却に用いる場合（特に食品と直接に接触させる場合）、万一の熱交換器６
の破損によるブラインの漏れにも安全なように、食品添加物としても許容されるブライン
（たとえばプロピレングリコール）を用いるのが好ましい。
【００２４】
　ブラインタンク５と熱交換器６とは、ブライン送り路７とブライン戻し路８とにより接
続される。ブライン送り路７（またはブライン戻し路８）には、ブラインポンプ９が設け
られている。ブラインポンプ９を作動させると、ブラインタンク５内のブラインは、ブラ
イン送り路７を介して熱交換器６へ送られ、ブライン戻し路８を介してブラインタンク５
へ戻される。なお、ブラインタンク５は前述したとおり開放型タンクであるため、ブライ
ンポンプ９の停止中には、熱交換器６のブライン側の流路は、略大気圧に開放される。
【００２５】
　ブライン循環路３のブラインは、冷凍機２により冷却可能とされる。本実施例では、ブ
ラインタンク５内のブラインが、冷凍機２との間を循環して冷却可能とされる。具体的に
は、ブラインタンク５は、ブライン冷却往路１０とブライン冷却復路１１とにより、冷凍
機２に接続されている。ブライン冷却往路１０（またはブライン冷却復路１１）には、ブ
ライン冷却ポンプ１２が設けられている。ブライン冷却ポンプ１２を作動させると、ブラ
インタンク５内のブラインは、ブライン冷却往路１０を介して冷凍機２へ送られ、ブライ
ン冷却復路１１を介してブラインタンク５へ戻される。
【００２６】
　冷凍機２は、本実施例では蒸気圧縮式の冷凍機である。この場合、冷凍機２は、圧縮機
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、凝縮器、膨張弁および蒸発器が、順次環状に接続されて構成される。圧縮機は、冷媒を
圧縮して高温高圧の気体にする。凝縮器は、圧縮機からの冷媒を凝縮液化する。膨張弁は
、凝縮器からの冷媒を通過させることで、冷媒の圧力と温度とを低下させる。そして、蒸
発器は、膨張弁からの冷媒を蒸発させる。この蒸発時の気化熱により、ブラインの冷却を
図ることができる。つまり、蒸発器は、ブラインタンク５からのブラインと冷凍機２の冷
媒との熱交換器とされる。
【００２７】
　冷水循環路４は、冷水タンク１３と熱交換器６との間で水を循環させる。冷水タンク１
３は、設定水位まで水を貯留したタンクであり、本実施例では内部は大気圧下に開放され
ている。熱交換器６は、前述したとおり、ブラインと水とを混ぜることなく熱交換可能に
構成されている。
【００２８】
　冷水タンク１３と熱交換器６とは、冷水送り路１４と冷水戻し路１５とにより接続され
る。冷水タンク１３から熱交換器６への冷水送り路１４には、第一循環ポンプ１６と第二
循環ポンプ１７とが並列に設けられている。具体的には、冷水タンク１３からの冷水送り
路１４は、第一冷水送り路１４ａと第二冷水送り路１４ｂとに分岐した後、再び合流して
熱交換器６に接続されている。そして、第一冷水送り路１４ａに第一循環ポンプ１６が設
けられる一方、第二冷水送り路１４ｂに第二循環ポンプ１７が設けられている。
【００２９】
　第二循環ポンプ１７は、第一循環ポンプ１６よりも容量が小さいポンプである。つまり
、第一循環ポンプ１６を作動させると、第二循環ポンプ１７よりも大流量で冷水を流すこ
とができる一方、第二循環ポンプ１７を作動させると、第一循環ポンプ１６よりも小流量
で冷水を流すことができる。
【００３０】
　冷水タンク１３内の冷水は、所望により、冷水取出し路１８を介して、冷水需要箇所（
たとえば食品機械）へ供給可能とされる。図示例の場合、冷水取出し路１８には、手動式
の仕切弁１９の他、送水ポンプ２０が設けられている。仕切弁１９は、通常、開いた状態
に維持される。従って、冷水需要箇所の要求に応じて、送水ポンプ２０を作動させること
で、冷水タンク１３内の冷水を冷水需要箇所へ送ることができる。なお、冷水タンク１３
は、ボールタップ２１などを介して適宜給水可能とされ、冷水タンク１３内の水位は所望
に維持される。ところで、冷水タンク１３内の冷水は、たとえば食品冷却に利用できる他
、冷水そのものを飲料あるいは食品として利用することもできる。
【００３１】
　冷水製造システム１は、ブラインの温度を検出するためのブライン温度センサ２２と、
冷水の温度を検出するための冷水温度センサ２３とを備える。ブライン温度センサ２２は
、図示例では、ブラインタンク５に設けられているが、場合により、ブライン送り路７、
ブライン戻し路８、ブライン冷却往路１０またはブライン冷却復路１１に設けられてもよ
い。また、冷水温度センサ２３は、図示例では、冷水タンク１３に設けられているが、場
合により、冷水送り路１４または冷水戻し路１５に設けられてもよい。
【００３２】
　次に、本実施例の冷水製造システム１の運転例について説明する。以下に説明する運転
は、図示しない制御器により自動でなされる。つまり、制御器は、冷凍機２、ブラインポ
ンプ９、ブライン冷却ポンプ１２、第一循環ポンプ１６、第二循環ポンプ１７の他、ブラ
イン温度センサ２２および冷水温度センサ２３などに接続されており、これらセンサ２２
，２３の検出信号などに基づき、冷凍機２や各ポンプ９，１２，１６，１７などを制御す
る。
【００３３】
　スタートボタンが押されるなど、運転開始が指示されると、制御器は、冷水製造システ
ム１の運転を開始する。一方、ストップボタンが押されるなど、運転停止が指示されると
、制御器は、冷水製造システム１の運転を停止する。
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【００３４】
　冷水製造システム１の運転中、ブライン温度センサ２２の検出温度を設定温度（たとえ
ば－３℃）に維持するように、ブラインの冷却が図られる。具体的には、冷凍機２を作動
させた状態で、ブライン冷却ポンプ１２を作動させることで、ブラインタンク５内のブラ
インを冷凍機２に循環させて、ブラインを設定温度に冷却して維持する。この際、ブライ
ン温度センサ２２の検出温度が設定上限値以上になれば、冷凍機２およびブライン冷却ポ
ンプ１２を作動させる一方、設定下限値以下になれば、冷凍機２およびブライン冷却ポン
プ１２を停止させてもよい。
【００３５】
　冷水製造システム１の運転中、冷水温度センサ２３の検出温度を目標温度（たとえば１
．５℃～３℃）に維持するように、冷水の冷却が図られる。具体的には、冷水温度センサ
２３の検出温度が上限温度（たとえば３℃）以上なら、第一循環ポンプ１６（あるいは第
一循環ポンプ１６と第二循環ポンプ１７）を作動させた状態で、ブラインポンプ９を作動
させる。これにより、冷水タンク１３内の水が熱交換器６との間で循環すると共に、ブラ
インタンク５内のブラインが熱交換器６との間で循環する。そのため、熱交換器６におい
て、ブラインにより循環水（ひいては冷水タンク１３内の水）の冷却が図られる。
【００３６】
　熱交換器６に水とブラインとの双方が循環中、水側の循環圧をブライン側の循環圧より
も高い圧力に保持するのがよい。つまり、第一循環ポンプ１６（あるいは第一循環ポンプ
１６と第二循環ポンプ１７）とブラインポンプ９との作動中、熱交換器６における水側の
圧力がブライン側の圧力よりも高くなるように、各ポンプ９，１６（１７）と配管の設置
および流量の設定が行われている。これにより、万一熱交換器６が破損しても、冷水循環
路４（ひいては冷水タンク１３や冷水需要箇所）へのブラインの混入を防止して、安全性
を高めることができる。
【００３７】
　一方、冷水温度センサ２３の検出温度が下限温度（前記上限温度よりも低い温度であり
、たとえば１．５℃）以下になると、ブラインポンプ９を停止させた状態で、第二循環ポ
ンプ１７を作動させる。この際、第一循環ポンプ１６は停止させておくのがよい。
【００３８】
　このように、本実施例の冷水製造システム１では、ブライン循環路３のブラインの循環
停止中でも、第二循環ポンプ１７により冷水循環路４に冷水を循環させる。第二循環ポン
プ１７は、冷水タンク１３から熱交換器６への冷水送り路１４に設けられているので、第
二循環ポンプ１７の吐出圧により、熱交換器６における水側の圧力をブライン側の圧力よ
りも高めることができる。これにより、万一熱交換器６が破損しても、冷水循環路４（ひ
いては冷水タンク１３や冷水需要箇所）へのブラインの混入を防止して、安全性を高める
ことができる。しかも、ブライン循環路３の循環停止中に作動させる第二循環ポンプ１７
は、ブライン循環路３の循環中に作動させる第一循環ポンプ１６よりも小容量とされるの
で、省エネルギを図ることができる。第二循環ポンプ１７は、冷水循環路４に冷水を循環
させることができれば足り、容量が小さいほど省エネルギを図ることができる。
【００３９】
　冷水製造システム１の運転を停止させると、冷凍機２、ブラインポンプ９、ブライン冷
却ポンプ１２、第一循環ポンプ１６は停止するが、第二循環ポンプ１７の作動を継続する
。これにより、熱交換器６における水側の圧力をブライン側の圧力よりも高めることがで
きる。従って、万一熱交換器６が破損しても、冷水循環路４（ひいては冷水タンク１３や
冷水需要箇所）へのブラインの混入を防止して、安全性を高めることができる。しかも、
第二循環ポンプ１７は第一循環ポンプ１６よりも小容量とされるので、省エネルギを図る
ことができる。
【００４０】
　以上のとおり、本実施例の冷水製造システム１によれば、ブライン循環路３の循環中に
は、ブラインポンプ９と第一循環ポンプ１６とを作動させるが、熱交換器６における水側
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の圧力をブライン側の圧力よりも高めることで、熱交換器６が万一破損しても、冷水循環
路４へのブラインの混入を防止することができる。また、ブライン循環路３の循環停止中
（言い換えれば冷水製造システム１の運転停止中、あるいは運転中であってもブラインに
よる冷水の冷却動作の一時停止中）には、第一循環ポンプ１６を停止した状態で第二循環
ポンプ１７を作動させて、熱交換器６における水側の圧力をブライン側の圧力よりも高め
ることで、熱交換器６が万一破損しても、冷水循環路４へのブラインの混入を防止するこ
とができる。このように、運転状態に関わらず、常に、水側の圧力をブライン側の圧力よ
りも高めて、熱交換器６が万一破損しても、冷水へのブラインの混入を確実に防止するこ
とができる。従って、たとえば夜間の運転停止中でも、常に水側の圧力を高くして、熱交
換器６の破損による悪影響を防止することができる。しかも、比較的小容量の第二循環ポ
ンプ１７を用いることで、省エネルギを図ることもできる。
【００４１】
　ところで、熱交換器６から冷水タンク１３への冷水戻し路１５には、流路断面積の調整
機構（図示省略）を設けておくのがよい。流路断面積の調整機構としては、開度調整可能
な弁（たとえばモータバルブ）を用いることができる。あるいは、冷水戻し路１５の主流
路の一部に、小径の副流路を並列に設けておき、これら各流路に設けた弁の開閉を切り替
えてもよい。いずれにしても、ブラインポンプ９の停止によるブライン循環路３の循環停
止中、前記調整機構により、冷水戻し路１５の流路断面積を小さくする。これにより、熱
交換器６における水側の圧力を高めることができ、万一熱交換器６が破損しても、冷水へ
のブラインの混入を一層確実に防止して、安全性をさらに高めることができる。
【００４２】
　本発明の冷水製造システム１は、前記実施例の構成に限らず、適宜変更可能である。特
に、（ａ）冷凍機２の一次冷媒との熱交換により二次冷媒が冷却可能とされ、その二次冷
媒を熱交換器６に循環させる冷媒循環路３と、（ｂ）冷水タンク１３と熱交換器６との間
で水を循環させ、熱交換器６において二次冷媒により循環水を冷却可能な冷水循環路４と
を備え、（ｃ）冷水タンク１３から熱交換器６への冷水送り路１４には、循環ポンプ１７
が設けられており、冷媒循環路３の二次冷媒の循環停止中でも、循環ポンプ１７により冷
水循環路４に冷水を循環させるのであれば、その他の構成は適宜に変更可能である。また
、冷媒循環路３の循環停止中における冷水循環路４の循環流量は、冷媒循環路３の循環中
における冷水循環路４の循環流量よりも小流量とされるのがよいが、そのための具体的手
段も適宜に変更可能である。
【００４３】
　たとえば、前記実施例では、冷水タンク１３内は大気圧下に開放され、冷水の循環ポン
プ１６，１７を停止させると、冷水循環路４および熱交換器６（水側）は大気圧下に開放
される例を示したが、冷水循環路４および熱交換器６は、大気圧を超える圧力に保持され
てもよい。その場合、冷水タンク１３の出入口（冷水送り路１４（第一冷水送り路１４ａ
と第二冷水送り路１４ｂとの合流部より下流側）、冷水戻し路１５）には開閉弁が設けら
れており、ブライン循環路３のブラインの循環停止中、熱交換器６の水側流路を加圧した
状態に維持する。具体的には、ブライン循環路３のブラインの循環を停止させる際、まず
は、冷水戻し路１５の開閉弁を閉じた後、熱交換器６の水側流路を第一循環ポンプ１６（
および／または第二循環ポンプ１７）で加圧した状態で、冷水送り路１４の開閉弁を閉じ
ると共に循環ポンプ１６（１７）を停止させればよい。これにより、各循環ポンプ１６，
１７を停止させた状態でも、熱交換器６における水側の圧力をブライン側の圧力よりも高
く保持することができる。そして、万一、冷水循環路４の圧力が所定よりも低下した場合
に、前記開閉弁を開けて、第二循環ポンプ１７を運転するようにしてもよい。
【００４４】
　また、前記実施例では、冷水循環路４に第一循環ポンプ１６と第二循環ポンプ１７とを
並列に設けて、ブラインポンプ９の発停に応じて、前記各循環ポンプ１６，１７の内、第
一循環ポンプ１６のみ（または第一循環ポンプ１６と第二循環ポンプ１７の双方）を運転
するか、第二循環ポンプ１７のみを運転するかを切り替えたが、次のように構成してもよ



(8) JP 6983379 B2 2021.12.17

10

20

30

い。すなわち、冷水タンク１３から熱交換器６への冷水送り路１４には、一つの循環ポン
プ１６のみを設けておき（第二冷水送り路１４ｂと第二循環ポンプ１７の設置は省略）、
この循環ポンプ１６の回転数を制御（インバータ制御）してもよい。この場合、ブライン
ポンプ９の停止中には、冷水の循環ポンプ１６の回転数を所定まで下げておけばよい。
【００４５】
　また、前記実施例では、ブラインを冷却するために、ブラインタンク５と冷凍機２との
間でブラインを循環させたが、次のように構成してもよい。すなわち、冷凍機２の蒸発器
をブラインタンク５に設けるか、ブライン送り路７などに設けてもよい。この場合、冷凍
機２を作動させると、冷凍機２の冷媒（一次冷媒）は蒸発器に供給され、ブラインタンク
５またはブライン送り路７のブラインと熱交換して、ブラインを冷却する。
【００４６】
　その他、冷水製造システム１は、文字通り、水を冷却して冷水を製造する以外に、たと
えば飲料を冷却して低温にするのに利用することもできる。
【符号の説明】
【００４７】
　　１　冷水製造システム
　　２　冷凍機
　　３　ブライン循環路
　　４　冷水循環路
　　５　ブラインタンク
　　６　熱交換器
　　７　ブライン送り路
　　８　ブライン戻し路
　　９　ブラインポンプ
　１０　ブライン冷却往路
　１１　ブライン冷却復路
　１２　ブライン冷却ポンプ
　１３　冷水タンク
　１４　冷水送り路（１４ａ：第一冷水送り路、１４ｂ：第二冷水送り路）
　１５　冷水戻し路
　１６　第一循環ポンプ
　１７　第二循環ポンプ
　１８　冷水取出し路
　１９　仕切弁
　２０　送水ポンプ
　２１　ボールタップ
　２２　ブライン温度センサ
　２３　冷水温度センサ
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